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Abstract

　ここには一段落で、論文の目的（つまりテーマである「問い」に答えること）、論文の展開（どうやってその答えを得ようとしたのか、つまり調査・研究の方法など）、論文の結論を記す。アブストラクトとは論文の概要のこと。400字前後を目安に。
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[bookmark: _Toc429049338]はじめに

　このレベル（「レベル1」＝「見出し1」の下）に書く場合にはこの位置（1行空け）から始める。ちなみにここは「本文」と呼ばれるレベルであり、「見出し」にはならないレベルである。本文なしで次のレベルの見出し（「レベル2」＝「見出し2」）を置く場合もこの位置に。
続くものがこれと同じ「レベル1」（＝「見出し1」）ならば、下に2行空ける。
　内容は、この研究をするに至った動機（ただし、あまり長く書くべきではない；せいぜい数行）、問題の設定（タイトルが「問い」の形になっていれば、それをほんの少しだけ膨らませたようなもの）、論文の展開（調査・研究の方法など）。


[bookmark: _Ref295600987][bookmark: _Toc429049339]英語習得におけるモチベーション

　このレベル（「レベル1」＝「見出し1」の下）に本文を書く場合はこの位置（1行空け）から始める。本文なしで次のレベルの見出し（「レベル2」＝「見出し2」）を置く場合もこの位置に。
　内容は、当該分野の先行研究の分析である。これまでに行われた研究などを、自分の論を展開する際のサポートとして提示する。特にその分野で定番となっている研究はなんらかの形で含めよう。

[bookmark: _Toc429049340]英語習得の目的によるモチベーションの違い
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。

[bookmark: _Toc429049341]教授法の違いとモチベーションの関係
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。

[bookmark: _Toc429049342]モチベーションに関する議論
　図表には必ず図表番号と説明をつける。次のようなグラフなどは図である（表ではない）。図の上で右クリックすると「図表番号の挿入」という機能が現れるのでそれを使う。ラベルは「図」を、位置は「下」を選ぶ。一覧に反映される。
　図表いずれの場合でも本文にその言及をする必要がある。例えば、「図 1は、学習開始時期の違いによって◯◯に変化があるのかを示したものである」のように（ちなみに上の行の「図 1」は「挿入」→「相互参照」の機能を使う）。この例のようにページをまたぐこともあるが、「改ページ」などをうまく使って処理するのもいい。


[bookmark: _Toc429061288]Figure 1  Correlation between A and B

　表の場合は、ポインタを表の上に置くと左上に十字の矢印のハンドルが現れる。そこにポインタを合わせて右クリックすると、図の時と同じメニューが現れるが、もちろんラベル名は「表」を選び、位置は「上」にする。

[bookmark: _Toc429061872]Table 1  T-scores for joke appreciation by country
	
	A
	B
	C
	D
	E
	F
	G
	

	Nationality
	ﾌﾞﾗｯｸ
	子ども
	男女
	政治
	頭
	まぬけ
	金銭
	国別偏差値

	Russian
	62.04
	52.28
	38.97
	41.63
	39.86
	53.17
	62.04
	67.92

	British
	51.15
	59.18
	43.12
	40.44
	37.76
	64.53
	53.82
	48.31

	German
	60.71
	54.10
	49.68
	35.35
	41.97
	45.27
	62.92
	47.07

	Japanese
	60.13
	50.08
	33.96
	41.52
	47.01
	56.48
	60.83
	52.99

	全体の平均
	63.31
	46.35
	38.62
	38.51
	46.85
	56.71
	59.65
	50.00



　しかし、もしもこの「遊び」が本当に「学び」を実現するものであるとするならば、それが自分を取り巻く世界を理解し吸収していくプロセスであることを証明しなければならない。Thornburyはそのプロセスに関して次のように述べる。

（ちょっと長めの引用は前後に1行ずつ空けて、字下げ）It is sentence grammar, however, that has always been the main focus of language teaching. Learners are taught to manipulate relatively lengthy and complex constructions that are more typical of written than of spoken language. (Thornbury, 2005: 33)

  In these cases, they refer to the particular stages of processing, rather than the directions of processing. （短めの引用はこのように） Therefore, ‘bottom-up information’, and in some cases ‘bottom-up processes’, may be used to refer to “perceptual information”, while ‘top-down information’, and sometimes ‘top-down processes’, to “information provided by context” (Field, 1999: 338).

[bookmark: _Toc429049343]コミュニカティブな教授法
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。

[bookmark: _Toc429049344]◯◯的アプローチ
　このレベル（レベル4）まで目次に含まれる設定にしてある。

△△法
　このレベル（レベル5）まで自動で番号が打たれる設定になっているが、目次には含まれない。

□□法
　このレベル（レベル5）まで自動で番号が打たれる設定になっているが、目次には含まれない。

[bookmark: _Toc429049345]××メソッド
　このレベル（レベル4）まで目次に含まれる設定にしてある。

[bookmark: _Toc429049346]本研究の位置付けと意義
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。


[bookmark: _Ref296787615][bookmark: _Toc429049347]研究方法

　ここでは、2で行った…に照らし、日本の進学校というコンテクストで調査を行う方法について述べる。のような始まり方が良いと思うが、

[bookmark: _Toc429049348]英語の
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。


[bookmark: _Ref296787783][bookmark: _Toc429049349]結果と分析

　3で行った調査の結果を提示し、モチベーションの向上にどれほどの効果があるのかを検証する。

[bookmark: _Toc429049350]英語の
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。


[bookmark: _Ref296788156][bookmark: _Toc429049351]今後の英語教育への影響と課題

　4における◯◯という結果から、今後の△△について議論する。

[bookmark: _Toc429049352]英語の
　このレベル（「レベル2」＝「見出し2」）に書く場合はこの位置（空行なし）から始める。続くものが「レベル1」（＝「見出し1」）であれば下に2行空けるが、それ以外はレベル（＝見出し）にかかわらず下に1行空ける。


[bookmark: _Toc429049353]結論

　本研究では…を行い、…した。問題設定から始めて、5までの内容を要約する。繰り返しが多くなるだろうが、多少ずつ表現や言葉遣いを変えて…
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※ここに載せられるのは本文に引用されたもののみ！！（これは例のため、本文に触れていないものも含まれる）
※ここの書式、正確に！！　順序：著者名の姓の、数（昇順）英（アルファベット順）日（五十音順）







[bookmark: _Toc429049355]Appendix 1

（本文に収録しなかったアンケート用紙や、集めた全データや、インタビューの全文などで、必要と考えられるものがあれば付録としてこの位置に付す）
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